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~ 11月は国民年金普及推進月間。年金はあ耳たが主人公です。
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.大型ごみの収集方滋が変わりました

人 大型ごみの収集方法が変わりました
日 1 0月力、5電話による申し込み収集を開始

申し込みは積極1・美第一司E務所 (o⑪90 1 1) 
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i 

績を開始し 市民のみなきんの理"と箇力会得てきました.

しかし大型ごみl引ては叫句集積問問

鰻であ句 権摘しIごみが交通陣容を引き包こす原聞と会

っていました.

また 肉諸舎の方々6管理していただいたにもかかわら

ず危険相や事実所ごみをUじの あらゆるごみが大量役

棄され 無紋I~r..: rごみ鎗て場Jのようr:(なる】とがあち
ました.

これらの閉阻金解決するため '"月から大型ごみの電飾

ゆし込み収集を開始しましたが市民のみなきんの箇カを

得て 順調会スタートを切るこ左ができました

この収集万.，よ町 ごみの遮>処理のため今後更な

る効果が期待できます.

。戸岡山間トピス町上目

。ごみを・衝に障o.ることによoa腕砲の鱒憾とごみ
姐醐叩につ叩0'.ごみのリザイクル...に怒る
。 f大型ごみの山Jが告を測し・・.畠復，る
..しいごみ処理ままず家庭からJ.ごみの温正処理には
ごみになる「前jと「後Jのeを零え 一人びとりが責任
を縛ヮてごみを出す」とが太切です.ごみに対する.障の

禽舗の広め これからも一・の理解と01，を..いします.

〈・し抽〉
積場iU!I'i一事Z書房(台。90 1 1) へ.
〈受付時冊〉

川電目 盆・自の午前8時一ー午後3時{月一ー金帽日で倶

制 I:Aちたる自も酎 .121l28日一 1刷闘は体制.

ごゐ滅

わ

〈姐ごみの幽同〉

・剛'"みI!:I!t:ほ l函につき4点までとします.
惨問，，ットル削一拍)闘の大き叫ょのごみを一点

色Lます
. >f7ト "な甑 7イロン 開など刷:堅いものは集
めて継"は袋に入れで-tl:~しでくだ§ぃ.

惨コ'"ごみには 『不用品Jと「名前Jをはっきり・』て陪
して〈氾きい.

「不用品jと「名前Jの表示がな，.，敏典で"ぜん
剛し品川のごみ叩集でき，ぜん
・家電痩晶など，胃い嘗えたとSは 販売腐に引き取って

もらって U!きい. ~ 

〈札帥""'即日〉
会役や副商会ど劫ら出る事寮.ごみ

引唱しゃ齢明暗など哨州四一時措ごみ

これらのごみU 環境清築工.へ持ち込むか 市一・皮膚

棄駒収集運搬持冒J寮脊へ依領してくだきい(有終). 
危険性のあるもの(前火雷 パヲデリー 蕪品須)

醐生相性の糾もの(1J'Aof.九時頒)

処理念奮闘.なものIa慣奥鋼)

」れらのものは制官・人十回しください.

IfT!l， 1<<"'，ダ川一日柑なとリ師会などで

符っている集開資源困収ゃ唱聖書園限集者に尚すか 練場

師団ヘ恥込んで〈ださい.

〈臥、合同〉

大型ごみは環境調節奏院 .務所(曾⑫901lLI!I境
清明礎工場への持ち込み"同工海 (.⑩30(0) 一・皮膚
泉街収集運組..，つもては傘蘭鎗務課 (.⑫30 0 1 ) 
へ• 

自民皇草案隠鎗幽されるごみの鳳 FピークにM 翠絡が予想されます 電臨同国胸し込みや繍格膏鍵工渇への

符ち込a砂~阜のに t

'1舗 札品目.
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